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２年総合オンライン授業：探究活動について １年間の総まとめ 

12月 17日（金）３限目（11：00～11：50）２年生（３１９名）を対象に、今まで探究活動につ

いてお話をして頂いてきた木本健太郎氏による「沖縄を題材とする総合的な探究の時間」の 1年間

の総まとめを開催しました。残念ながら今年はコロナのため、実際に沖縄へ行き探究活動をするこ

とはできませんでした

が、探究活動について

やデザイン思考などの

考え方は、今後の勉強

や人生においても必ず

役に立つものなのでし

っかりと覚えておいて

ほしいと思います。 

探究活動について １年間の総まとめ 

今の時代は VUCA時代 

「 VUCA （ Volatility ︓変動性、 Uncertainty ︓不確実性、 Complexity ︓複雑性、 Ambiguity ︓曖昧

性の四つの単語から）」。変化が速く、不確実なこと。まさに現在、コロナのため先が見えない状

態です。このような時代では「課題解決」「価値創造」が出来る人が成功することができます。 

Society5.0 

Society5.0とは、サイバー空間やフ

ィジカル空間を融合させ、経済発展

と社会的課題の解決を擁立するこ

と。インターネットなど便利なデジ

タルツールを使い、社会の課題を解

決していく。これからの世界は社会

問題を解決しながら経済も発展させ

ていくことを目指していく動きにな

っています。 

 

ゴールデンサークル 

「なぜ」から考えることが重要。Whyなぜ→Howどのように→Whatなにを 

の順番で考えましょう。 

 

探究学習のポイント 

① 問いを立てる。あらゆることに

疑問を持つ。簡単に信じない 

② 観察・実験・調査・アンケート 

③ 自分のアイデアを創造する 

④ 他者と共有する 

 
 
 

ロジカル思考：自分の意見の方程式 

「自分の意見」と

は、右のような方

程式に当てはめて

考えます。 

「④提案：○○をしなさい」だけではなく、○○をしないとｘｘという問題が起こる、など「①事

実」「②問題」「③自分の考え」も踏まえて「自分の意見」を伝えることが重要です。「～すべ
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き」は一方的な押しつけに

なり、「～と思う、感じ

た」はあなたの気持ち・感

想であり、それだけでは自

分の意見にはなりません。

根拠を持って自分の意見を

言うようにしましょう。 

 

デザイン思考 

デザイン思考とは、困っている人に共感し、問題・課題を解決する思考法です。その中で「表面的

な問題」ではなく、②「本当の問題（原因）」を見つけることが一番重要です。 

「テストの点数が悪い」ことの原因は

「勉強する時間がない」ではない。これ

は「表面的な原因」であり、「本当の原

因」は「部活が忙しい、ゲームをしてし

まう」。そのため「勉強する時間がな

い」ので、「テストの点数が悪く」なる

のです。 

同様に、「アイスの売り上げ」は「溺

死事故数」と直接的な因果関係はありま

せん。「猛暑」になると多くの人がアイ

スクリーム買うので売上が上がり、暑い

ので海に出かける人が増え、溺死事故の

数が増える。「猛暑」が A/B両方の本当

の原因になります。このように因果関係

がさもあるように見せている事例は多く

あるので騙されないように、その根拠を

見極めるようにしましょう。 

アート思考 

１つの絵でも人によって見え方が

違い、人によっては見えているよ

うで見えてないこともあります。

まずは固定概念を持たずに純粋に

見ること。決めつけをしないこ

と。ちゃんと見ること。見る力

（観察する力）をつけることが成

功へとても重要な一歩。 

 

他国から見た沖縄 

上述のアートシンキングの考え方

のように、他国から見た沖縄は

「アメリカの立場」「中国の立

場」そして「沖縄（日本）の立

場」があり、それぞれの立場によ

って見方・考え方が違います。ア

メリカとしては、中国の台湾進

攻、尖閣諸島への侵略を防ぐために沖縄米軍基地はとても重要であり、土地を拡大することで発展

してきた中国は侵略することで今後も発展していきたいと考えているので、沖縄の米軍基地は邪魔

な存在。また、米軍基地で働いていたエルドリッチさんからは、沖縄の現状や報道の在り方、米軍

と県民との関係などリアルな話を聞かせていただきました。 

このような世界と地域の課題を解決するには「多様な視点を持つことが大切」です。そのためには

まずは話し合うこと。相手の意見を聞くこと。それぞれの立場を理解すること。相手に共感し、そ

れぞれの立場を理解して、三方良し（皆にとっていいプラン）を考えることが大切です。 
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まとめポイント 

① 探究力：ものごとに疑問や問い（なぜ～なのか）を持って、自分で学ぶ。 

② 自分の意見：事実と感想を分ける。根拠を持って自分の意見を言うこと。「美味し

いラーメン屋があった」の「美味しい」は自分の感想なので、「ラーメン屋があった。そのラ

ーメンは美味しかった」のように事実と感想を分けること。 

③ 共感力：自分と人は違うことを理解する。相手に共感し、多様性を認め合うこと。

これは一番難しいことですが、皆さんはこのような価値観がますます世界的に広まっていく時

代に生きていることを理解し、共感力をつけていってほしいです。 

感想・ふりかえりをクラス発表 

⚫ 人の話や授業でも何の疑問を抱かず丸呑

みしてしまうが、自分でなぜかを考える

ようにしたい 

⚫ 多様性を認め合うこと。国や立場によっ

て意見が違うことを理解し、自分の意見

を主張するのも大切だが相手の意見を否

定しないことも大切。 

⚫ 探究が大切な世の中になる。他者と対話

をすることが大切になるので論理的な意

見を考えるようにする。 

⚫ 物事に疑問に考えたことがなかった。疑

問を持つこと、失敗することを恐れずに

挑戦していきたい。 

⚫ インターネットにあふれる情報に惑わされず、1歩引いて考えるようにしたい。 

⚫ いろんな人の悩みを聞けるようになった。悩みを順序立てて聞き解決できるようにしたい。 

⚫ 部活で部長をやっているが、部員それぞれ思いが違うので、お互いの意見を認めてあってやっ

ていきたい。 

⚫ 他国から見た沖縄の授業が印象に残った。それぞれの意見や立場を理解して考えていきたい。 

⚫ 「なぜ」を大切にするということが印象に残っている。今後の人生でもロジカルシンキングや

アート思考、デザイン思考を活用したい。 

⚫ 多様な視点を持つことが大切。学級委員をやっているが、自分とは違う考え方を持つ人のこと

も理解して共感し、皆に良いプランを考えることができる。 

まとめ 

教科学習ももちろん大切ですが、この 1年で学んできたアートシンキングやロジカルシンキング、

共感力、多様性、観察力などはこれからの人生で役に立つ「生きる力」になると思います。今後の

人生を楽しく有意義に過ごすためにもぜひ活用してください。  
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ワークシート「気づいた事、印象に残った事」 
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